
2024 年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 2024年 12月 23日（月）11時 00分～11時 30分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局部長（大学連携推進担当）、企画調整局政策課長、行財政局

長、行財政局副局長 、環境局長、環境局副局長、建設局長、建設局

部長（技術管理担当）、都市局都心再整備本部局長（事業推進担当）、

都市局副局長、建築住宅局長 

議 題 高温常態化対策 

提案概要 

○高温常態化対策について、 

＜熱中症対策＞ 

＜まちなかの暑さ対策＞ 

の２つの観点から事業を進める。 

 

＜熱中症対策＞ 

夏場の外出時の一時休息所として KOBE クールオアシス※を継続

展開する。 

 

※KOBEクールオアシス 

 異常高温対策の一環として、冷房のきいた店舗を一時的な休息所として

活用する取組み。（2024年度は市内 597店舗にご協力いただいた） 

          

 

＜まちなかの暑さ対策＞ 

① 上からの陽射しを遮る 

② ヨコからの熱を抑える 

③ 下からの熱をおさえる 

④ 空気・からだをひやす 

⑤ 対策効果の検証と分析 

に分類し、まちなかの暑さ対策を実施する。 



 

① 上からの陽射しを遮る 

・こうべ木陰プロジェクト（まちなかの植樹による木陰の創出） 

・緑陰を確保できない場所への人工日よけの設置 

・きらら広場の再整備 

・三宮クロススクエア・税関線の再整備 

 

② ヨコからの熱を抑える 

・住まいの断熱化の広報啓発 

 

③ 下からの熱を抑える 

・垂水駅前東広場の整備 

・散水車による道路上への散水 

 

④ 空気・体を冷やす 

・ミスト装置の整備・稼働 

 

⑤ 対策効果の検証と分析 

・富岳による暑熱対策のシミュレーション 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

○今後の実施、検討にあたっては、以下の点に留意すること。 

・各事業、費用対効果を考慮して、取り組みを進めること。 

・KOBEクールオアシスについては、利用状況把握のためアンケー

トを実施すること。 

・道路散水については、予算規模を維持し実施する。 

・まち全体をより抜本的にクールダウンする方法がないか、大学

の知見を活用し調査・研究すること。 

 


